
鋼２主桁複合ラーメン橋「今別府川橋」の実橋振動実験
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１．はじめに

　本橋は，PC床版を有する鋼連続２主桁構造の上部工とコンクリート橋脚とを中間支点上で剛結した複合ラ

ーメン橋である．一般に，鋼２主桁橋は多主桁橋に比べ，ねじり剛性および面外剛性が小さくなることから，

その耐風安定性が懸念されている１）～３）．本橋においては，縮小模型による風洞実験を実施し，架設時なら

びに完成時における耐風安定性を確認している４）．本実験は，本橋の減衰性能，固有振動数，振動モード等

の基本的な振動特性を把握し，風洞実験で仮定した構造減衰の妥当性を検証するとともに，今後，本形式の

橋梁の設計・施工計画に必要なデータを蓄積することを目的とする．

２．実験方法

　振動実験は，図－１に示す P1 架設系，P2 架設系，桁架設完了系および完成系の計４つの構造系にておこ

なった．計測内容は常時微動計測と自由振動計測とし，加振位置近傍の主桁上フランジの上面または床版上

面に加速度計を設置して計測をおこなった．

　架設系での加振は，想定される固有振動数に合わせて人間が飛び跳ねることによるマンパワー法によって

おこなった．完成系の加振にはラフタークレーンを用い，吊上げた重錘を固有振動数に合わせて落下・停止

を繰り返し，その反力により加振した．常時微動計測は，データのサンプリングタイムΔT をΔT＝10msec.

として，およそ５分間計測した．

　また，実験に先立って固有振動解析をおこない，各系の固有振動数および固有振動モードを予め求めた．
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図－１　実験時の構造系および加振位置
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３．実験結果

（１）固有振動数

　常時微動波形を高速フーリエ変換して求めた固有振動数と固有振動解析より得られた固有振動数，ならび

に解析値に対する実験値の比率を表－１に示す．P1架設系のねじれ１次モードを除けば，解析値と実験値は

概ね一致している．

（２）対数減衰率

　自由振動波形より算出した各系の対数減衰率を表－２に示す．なお，桁架設完了系においては，ねじれ１

次振動が生じなかったため対数減衰率は算出していない．いずれの系においても，ねじれ１次モードの減衰

率は振幅依存性が強く，鉛直曲げ１次モードに比べ減衰率が大きく変動する傾向にある．架設系の減衰率の

平均は 0.08 となり，縮小模型による風洞実験で仮定した値 0.02 を大きく上回る結果となった．完成系の鉛

直曲げ１次モードの減衰率は 0.03～0.05となり，風洞実験で仮定した減衰率に近い値であった．

４．まとめ

　骨組解析モデルならびに立体 F.E.M.解析モデルによる固有振動解析によって，本橋架設系および完成系に

おける固有振動数ならびに固有振動モードを十分把握することができた．また，本橋の架設系振動実験によ

り得られた対数減衰率は，風洞実験で仮定した値を大きく上回り，本橋が架設時において十分な減衰性能を

有していることが確認できた．また，本橋完成系における対数減衰率は，風洞実験で仮定した値とほぼ一致

しており，本橋の風洞実験で仮定した対数減衰の妥当性を確認することができた．
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表－１　固有振動数の比較　　　　　　　　　　　　（単位：Hz）

振動モード P1架設系 P2架設系 桁架設完了系 完成系

実験値 解析値 比率 実験値 解析値 比率 実験値 解析値 比率 実験値 解析値 比率

1.29 1.35 0.96 1.45 1.57 0.92 3.10 2.84 1.09 1.85 1.98 1.07

鉛直曲げ

１　次

実験値 解析値 比率 実験値 解析値 比率 実験値 解析値 比率 実験値 解析値 比率

2.42 1.93 1.25 2.64 2.34 1.13 3.62 3.34 1.08 2.45 2.61 1.07
ねじれ

１　次

表－２　対数減衰率

振動モード P1架設系 P2架設系 桁架設完了系 完成系

鉛直曲げ１次 0.069～0.088 0.068～0.100 0.063～0.097 0.032～0.053
ねじれ１次 0.058～0.090 0.034～0.123 0.087～0.134

風洞実験仮定値 0.02 0.02 0.02 0.03，0.04
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